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概略
多くの動物において活動性は、移動分散、移住、餌や配偶者
の探索、天敵からの逃避など、様々な⽣態イベントの基礎と
なる形質である。そのため、⾃然選択によって、個体の活動
性は⾼くなるように進化すると予想される。しかしながら、
集団内には、活動性が⾼い個体だけではなく、しばしば活動
性が低い個体も存在する。このような活動性における個体差
は、異なる活動性間にはそれぞれ利益とコストが存在するこ
とを予想させる。講演者は、コクヌストモドキTribolium
castaneum（図1A）に対する⼈為選抜実験を⾏い、遺伝的
に活動性が⾼い（H）系統と低い（L）系統を確⽴した（図
1B）。この選抜系統を⽤いて、捕⾷者に襲われる危険性や
捕⾷回避⾏動としての死にまね⾏動の⽐較を⾏い、捕⾷危険
と活動性の関係について調査を⾏った。また、雄と雌のそれ
ぞれの繁殖形質を選抜系統間で⽐較し、繁殖と活動性の関係
について調査を⾏った。
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題⽬「コクヌストモドキの活動性への⼈為選抜が
捕⾷回避形質や繁殖形質に及ぼす影響」
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講演では、これらの調査
結果を紹介し、活動性が
⽣物の⽣存や繁殖に与え
る影響や、活動性の個体
差が集団内で維持される
原因について議論をした
い。


